
回（年）場所 話題提供者・題目

50 (2021)
オンライン

松澤暢 東北大学大学院理学研究科

「東北沖地震から10年 」

51 (2022)
オンライン

山田真澄 京都大学防災研究所

「2022年1月トンガ火山の噴火による津波の謎」

52 (2022)
札幌市

高井伸雄 北海道大学大学院工学研究院

「2018年北海道胆振東部地震の高震度地域の地震動
に関して」

53 (2023)
千葉市

金田義行 香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構

「トルコ カフラマンマラシュ地震に関する報告ならびに
SATREPS MARTESTプロジェクトについて」

54 (2023)
横浜市

酒井慎一 東京大学大学院情報学環・学際情報学府

「関東地震と首都直下地震 ～その予測と現状把握～」

55 (2024)
千葉市

佐藤比呂志 東京大学名誉教授

「日本海の地震・津波と震源断層モデルー能登半島地
震を例として」

56 (2024)
新潟市

佐竹健治 東京大学名誉教授

「日本海沿岸の海底活断層と津波」

広報紙「なゐふる」発行
3か月毎の地震活動に加えて、研究者等に毎号3つの話題について、分かりやすく記事を執筆していただいて

います。今後も、学会員の皆さんのご協力をよろしくお願いします。

Public relations committee

質問対応
一般の方からの質問対応及びマスコミからの問い

合わせを担当しています。

記者懇談会開催
報道関係者と地震学会の会員との意思疎通を

目的として、1997年3月から記者懇談会を開催して

きました。毎年、地球惑星科学連合大会と日本地
震学会秋季大会に併せて、研究者等にホットな話
題や開催地にゆかりのある話題について講演して
いただき、マスコミ関係者と活発な議論がなされて
います。最近の話題提供の内容は表の通りです。

最近の記者懇談会の開催状況と話題提供者・講演内容

地震学会ホームページのFAQの更新
地震学会ホームページ（http://www.zisin.jp/）の   

一般の方への情報やFAQを担当しています。

ご意見等は広報
委員会までお知ら
せください。

QRコード地震学会FAQ

創刊号(1997年3月)表紙
最新(138)号(2024年8月発行)
表紙

2024年10月21日 17:45～18:45
朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター3階中会議室301 
(地震学会B会場)

「なゐふるギフト」への参加のお願い

教育の現場に「なゐふる」を！
会員の皆様、ご協力をお願いします！

自分の母校やお子さんの学校等に寄贈する
「なゐふるギフト」制度

年額600円

2024年度は、211
件へお届け

お申し込みは
学会事務局へ

理科や社会の授業のほか、
防災訓練やクラブ活動など
活用の機会は多数

学会の財政面からは、すべての小中
高校に寄贈することは困難です。

対面開催で
行っています
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